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平成２１年１２月１日 

D I ニ ュ ー ス 薬剤部 薬品情報係 

（薬品名） アボルブカプセル 0.5mg 劇 市販直後調査 平成 21 年 9 月～平成 22 年 3 月 

（英名） 

（規格・含有量） 

（一般名） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

AVOLVE CAPSULES 0.5mg 

0.5mg/Cap 1Cap 中にデュタステリド 0.5mg を含有 

デュタステリド 

グラクソ・スミスクライン 

2009 年 9 月 

206.50/Cap 

87 249 

その他のホルモン剤 

効能・効果 前立腺肥大症 

用法・用量 通常、成人にはデュタステリドとして 1 回 0.5mg を 1 日 1 回経口投与する。 

禁忌 本剤の成分及び他の 5α 還元酵素阻害薬に対し過敏症の既往歴のある患者 

女性［「重要な基本的注意」及び「妊婦、産婦、授乳婦等への投与」の項参照］ 

小児等［「重要な基本的注意」及び「小児等への投与」の項参照］ 

重度の肝機能障害のある患者［本剤は主に肝臓で代謝されるため、血中濃度が上昇するおそれがある 

相互作用 本剤作用増強 

CYP3A4 阻害作用を有する薬剤（リトナビル等） 

副作用 勃起不全、リビドー減退、乳房障害（女性化乳房、乳頭痛、乳房痛、乳房不快感）など 

備考 投与開始初期に改善が認められる場合もあるが、治療効果を判定するには、通常 6 カ月の治療が必要である。 

（薬品名） ラジレス錠 150mg 市販直後調査 平成 21 年 10 月～平成 22 年 4 月 

（英名） 

（規格・含有量） 

（一般名） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

RASILEZ TABLETS 150mg 

150mg/錠 １錠中アリスキレン 150mg を含有 

アリスキレン 

ノバルティスファーマ 

2009 年 10 月 

168.00/錠 

87 2149 

その他 直接的レニン阻害剤 

効能・効果 高血圧症 

用法・用量 通常、成人にはアリスキレンとして 150mg を 1 日 1 回経口投与する。 

なお、効果不十分な場合は、300mg まで増量することができる。 

禁忌 妊婦又は妊娠している可能性のある婦人 

シクロスポリンを投与中の患者 

相互作用 禁忌

シクロスポリン（サンディミュン、ネオーラル等） 

本剤作用増強 

アトルバスタチン 

他剤作用減弱 

フロセミド 

副作用の増強（血清カリウム値上昇） 

①カリウム保持性利尿剤（スピロノラクトン、トリアムテレン等）、②カリウム補給製剤（塩化カリウム等）、③レニ 

ン-アンジオテンシン系阻害剤（アンジオテンシン変換酵素阻害剤、アンジオテンシン II 受容体拮抗剤） 

副作用 重大な副作用 

血管浮腫、 高カリウム血症 

その他の副作用 

血中トリグリセリド増加、血中尿酸増加、頭痛、下痢、肝機能異常、ALT（GPT）増加、γ-GTP 増加 

新規採用医薬品通知
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削除医薬品 

（薬品名） エビリファイ内用液 0.1％ 6ｍL 劇 

（英名） 

（規格・含有量） 

（一般名） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

ABILIFY ORAL SOLUTION 0.1％ 

6mg/6ｍL（本） 1mL 中アリピプラゾールとして 1mg を含有 

アリピプラゾール内用液 

大塚製薬 

2009 年 3 月 23 日 

95.40/mL 

87 1179 

精神神経用剤 

効能・効果 統合失調症 

用法・用量 通常、成人にはアリピプラゾールとして 1 日 6～12mg（6～12mL）を開始用量、1 日 6～24mg（6～24mL）を維持用 

量とし、1 回又は 2 回に分けて経口投与する。なお、年齢、症状により適宜増減するが、1 日量は 30mg（30mL）を 

超えないこと。 

禁忌 昏睡状態の患者 

バルビツール酸誘導体・麻酔剤等の中枢神経抑制剤の強い影響下にある患者 

アドレナリンを投与中の患者 

本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 

相互作用 禁忌 

アドレナリン（ボスミン） 

本剤・他剤作用増強 

中枢神経抑制剤（バルビツール酸誘導体、麻酔剤等）、 

本剤副作用増強・他剤作用増強 

①降圧剤、②抗コリン作用を有する薬剤 

本剤作用減弱 

①ドパミン作動薬（レボドパ製剤）、②肝代謝酵素（特に CYP3A4）誘導作用を有する薬剤（カルバマゼピン等） 

本剤作用増強 

①アルコール（飲酒）、②CYP2D6 阻害作用を有する薬剤（キニジン等）、③CYP3A4 阻害作用を有する薬剤（イト 

ラコナゾール、ケトコナゾール等） 

副作用 重大な副作用 

悪性症候群 ・遅発性ジスキネジア・麻痺性イレウス・アナフィラキシー様症状・横紋筋融解症・糖尿病性ケトア 

シドーシス、糖尿病性昏睡・痙攣 

その他の副作用 

不眠、神経過敏、不安、アカシジア、振戦、筋強剛、食欲不振、プロラクチン低下、ALT（GPT）上昇、CK（CPK） 

上昇、体重減少 など 

備考 オレンジ味。茶葉由来飲料・味噌汁・一部のミネラルウォーター・煮沸していない水道水と混合すると含量低下。 

●12 月 1 日より 

・パーセリン錠 25mg 

・トラサコール錠 20mg 

・ハイゼット細粒 20% 0.5g 

･･･在庫消尽後削除 

･･･削除 

･･･削除 

削除医薬品通知
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アバスチン点滴注射用 100mg/４ｍL 

400mg/16ｍL 

扁平上皮癌を除く切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 

他の抗悪性腫瘍剤との併用において、通常、成人にはベバシズマブとして１回 15mg 

／kg（体重）を点滴静脈内注射する。投与間隔は３週間以上とする。 

セイブル錠 25mg・50mg・75mg 糖尿病の食後過血糖の改善 

（ただし、食事療法・運動療法を行っている患者で十分な効果が得られない場合、又は 

食事療法・運動療法に加えてスルホニルウレア剤、ビグアナイド系薬剤若しくはインスリ 

ン製剤を使用している患者で十分な効果が得られない場合に限る） 

モーラステープ 20mg 

モーラステープ L 40mg 
関節リウマチにおける関節局所の鎮痛 

リンデロン注 2mg（0.4%） 

4mg（0.4%） 

早産が予期される場合における，母体投与による胎児肺成熟を介した新生児呼吸窮迫 

症候群の発症抑制 

母体投与による新生児呼吸窮迫症候群の発症抑制に用いる場合，早産が予期され 

る妊娠 34 週までの妊婦に対し，ベタメタゾンとして 1 回 12mg を 24 時間ごとに計 2 回， 

筋肉内注射する。 

フルダラ静注用 50mg 再発又は難治性の低悪性度 B 細胞性非ホジキンリンパ腫及びマントル細胞リンパ腫 

フルダラ錠 10mg 貧血又は血小板減少症を伴う慢性リンパ性白血病 

適応追加通知


